
探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会

大崎上島中学校区

大崎上島を担う
たくましく生きぬく子供の育成

～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

大崎上島町立
大崎上島中学校

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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自分の地域を知るだけにとどまらない
故郷を愛する心・貢献する心

指導上の課題：「大崎上島学」について

「大崎上島学」
島のすべてを学びの材料に！

島まるごと教材！

自然，歴史，伝統文化，産業，暮らしを学び，故郷
のすばらしさを知る。
自らを見つめ，自らの生き方を振り返り，考える学
習につながる。
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内容の
固定化
形骸化

引き起こさないための
教材研究の重要性



研究テーマ

大崎上島を担う たくましく生きぬく子供の育成
～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

ヒント：地域・学校の強み

・積み重ねてきた「大崎上島学」の経験，土台がある。

・地域の人材が豊富で，依頼等にすぐに対応してもらえる。

→学校の教育活動にとても協力的である。

・離島という環境に探究の幅を大きくする可能性がある。

（観光・産業・暮らし・島の未来・福祉・歴史・伝統文化）
４

→ 「大崎上島学」をPBLの考え方をもとに
深化させていくことが目標



３年間の具体的取組（概要）
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① 小学校３校交流「Ｋ授業」の充実
② 中学校「探究学習シート」の活用
③ 「大崎上島学」アンケートの開発・実施
④ 探究過程の「ふり返り」の充実
⑤ （幼）小中のつながりや児童生徒のこれま
での知識や経験を意識した単元構成
⑥ 教師も児童生徒も同じゴールイメージを持
つための指導の充実

以後，「実践事例」や「成果」の
スライドで紹介



実践１. 大崎上島中学校
2030年大崎上島SDGs達成プロジェクト！

令和５年度「大崎上島学」実践事例

６

実践２．大崎小学校
あきみつけ「つくってあそぼう会」を開こう！



「トレードオフ」とは？？？
何かを達成するためには何かを犠牲にしなければならないこと。
SDGｓの達成のためにはトレードオフの問題が避けられない課題。

金沢工業大学THE SDGs アクションカードゲーム
「 X （クロス）」より “トレードオフカード”の例

1年生「2030年大崎上島SDGs実現プロジェクト」

「トレードオフ」に注目した授業展開！
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1年生「2030年大崎上島SDGs実現プロジェクト」

「リソース」＝大崎上島の魅力や
可能性・宝物

課題の設定

大崎上島のトレードオフを
大崎上島のリソースを使って解決し，
SDGｓの達成を目指そう！

※リソース…資源やモノ・人材のこと
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「リソース」の利用策を考えさせる工夫

小学校での学びを
ふりかえる

学びのつながりを
持たせる

「リソース」＝大崎上島の魅力や
可能性・宝物

グーグルジャムボード 生徒のふり返りより ９



「トレードオフ」を考えさせる工夫

多種多様な体験活動

体験活動は「情報の収集」

福祉体験学習

伝統文化「櫂伝馬」
郷土料理「おおびら」

ものづくり体験

中国電力出前授業
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レポートにまとめる（成果物）

１１

未来の大崎上島（トレードオフ）をイメージ
大崎上島ならではリソースも活用



「探究学習シート」として表現・共有
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目標・成果物・評価
スケジュールなど

単元の全体像を
授業者・生徒で共有

見通しを
持たせる工夫



①「資質・能力」から「評価項目」を設定

例：思考力・判断力・表現力→ “探究すること”

② ①を踏まえてふり返りシートの作成

ふりかえりの充実について

例：自己理解・自らへの自信→ “自分を見つめること”

例：主体性・ねばり強さ→ “自ら行動すること”

自己評価を
しやすい工夫
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中学校１年生「ふり返りシート」

資質・能力の育成をより意識した
単元構成・評価のあり方
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実践１. 大崎上島中学校
2030年大崎上島SDGs達成プロジェクト！

実践２．大崎小学校
あきみつけ「つくってあそぼう会」を開こう！

令和５年度「大崎上島学」実践事例
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小学校３校交流授業：『Ｋ授業』について

各校での調査活動等（施設訪問 インタビュー）

各学年でK授業を実施！
大崎上島についての学習を深めながら
１年毎にレベルUP！

各校で「大崎上島学」として共通テーマを設定
（例：小１ あそび 小４ 海 小５ 産業 など）

各校で探究してきた成果を持ちより交流
→お世話になった地域の方もゲストで招待

「K授業」
総合的な学習の時間の取組

を各学校で交流する場

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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幼小連携の推進：スタートカリキュラムの充実

☆幼稚園と小学校との

円滑な接続を

目指して！

生活や遊び等，直接的・具体的な経験重視

幼・低学年期の「大崎上島学」の特徴

情緒的・知的な発達，社会性の涵養
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大崎小1年生 生活科の実践「あきみつけ」

課題の設定 秋に見つけたものを使って，
町内の1年生とクイズ大会をしよう！

園児：小学校ってどんなところなんだろう？
児童：園児のお兄さん，お姉さんとして

がんばるぞ！

課題の再設定

☆園児さんへのクイズもつくろう！
☆みんなで「つくってあそぼう会」をしよう！

地域の園児さんとも
交流できないかな…？

Ｋ授業を２回計画！
①町内１年生どうしで ②園児さんも招待
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大崎小１年生「Ｋ授業・つくってあそぼう会」
に向けた取組
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STEP① 地域に出かけて秋を見つけよう！

STEP② 【第１回Ｋ授業】他の小学校の取組を参考にしよう！

STEP③ 第2回Ｋ授業へ！ルールや説明の仕方を考えよう！

あきのたからものを
探しに行こう！

園児のみんなが楽しいゲー
ムにしたいね。説明もわかり

やすくしないと…

東野小の迷路はすごい！
わたしたちも，もっと何か
工夫できないかな…？



大崎小１年生「Ｋ授業・つくってあそぼう会」

楽しませたい相手がいるからこその
探究的な学びに向かう姿

２０

ルールのわかりにくかったところを
もう１度説明してあげよう！

お兄さん，お姉さんと
してがんばるぞ！

自分たちがつくった
ゲームで楽しんでもら
えてうれしいな！クリアできるように

少しだけ手伝ってあげよう！



大崎小１年生 ふりかえりシートの記述

よりよいものを考え作り出そうとする
探究心の高まりや，達成感
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成果と課題
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児童生徒の変容を
見取る資料として

単元計画作成の
資料として

「大崎上島学」へ意識
「大崎上島学」への取り組み方

の２セクションを設定

中学校区で一貫した
成果指標として

指標づくり：「大崎上島学」アンケート

本中学校区作成の
Googleフォーム
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①進んで学習したり，表現したりする力が身に付いた。
②地域のためにできることを考えたり，

地域のために行動したりすることができた。

「大崎上島学」アンケートから分かる成果

成長の実感，学びが地域に還元

① ②

よく
あてはまる あてはまる

よく
あてはまる あてはまる

小学校 ３６．８％ ５６．４％ ３２．８％ ５１．３％

中学校 ４０．５％ ５０．６％ ４１．８％ ４６．８％

肯定的評価：８割～９割
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令和５年度全国学力・学習状況調査より

生徒質問紙調査
「総合的な学習の時間では、自分で課題を立て
て情報を集め整理して、調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでいますか？」

肯定的評価
全国：７２.６％

広島県：７７.９％

大崎上島中学校：８０.８％
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今後の課題 今後取り組むべき内容

小学校と中学校のつながりの充実

1つ目：児童生徒どうしのつながり

２つ目：学習内容のつながり

・小学生と中学生がつながる機会の少なさ
・物理的・距離的な難しさは解消するには…？

→ＩＣＴの活用で乗り越える？

・小学校で学んだことが中学校で深
化しているのか？
・小学校でも中学校でも同じような
課題設定になっていないか？

２６



探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会

大崎上島中学校区 ３年間をふり返って

大崎上島町立
大崎上島中学校

東野小学校
木江小学校
大崎小学校

・総合的な学習の時間において，その地域の想いや願い，
そして，これまでの指導の積み重ねによって，どの校区
もある程度の学習内容が形作られているように思えまし
た。それに倣うだけでなく，新たな課題や学習内容を教
員が探究していく必要があります。“教材探究”が必要
不可欠です。
・探究が深まっている授業では子供から「今日は○○を
しよう！」と声があがるはずです。子供の持つエネル
ギーを最大限引き出し，子供が主役となって授業を創り
出していくために，教師の役割はどうあるべきかを考え
続ける必要があります。
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